
iFactory 社がNEDOの大型プログラムに採択されました 

 

 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が公募した事業「経済

安全保障重要技術育成プログラム／有事に備えた止血製剤製造技術の開発・実証」において、

研究開発プロジェクト「現地連続製造技術の開発」を提案した株式会社 iFactory（（下、、 

社）、国立研究開発法人産業技術総合研究所（下、、産総研）、株式会社片山製薬所（（下、、

片山製薬所）、ダイト株式会社（下、、ダイト）の連携チームが実施予定先として採択され

ました。 

 

 

 この研究開発プロジェクトの実施期間は 5 年間で、有事の際に現地に移送することがで

き、遠隔操作により人工血小板や抗炎症剤等の低分子医薬品を現地連続製造可能な製造技

術を確立し、突発的な有事に対し被害を最小限に抑えるべく、平時から有事に備えた人工血

小板（・低分子医薬品の供給体制を構築することを目的としています。2025 年度から 2029 年

度の予算は、合計 50億円です。 

 

 社代表取締役である齊藤隆夫は、「 社は、産総研や多くの連携企業と共に連続製造装

置「iFactory®」の開発を進めています。本プログラムでは、 社が保有する連続製造装置、

技術に関する知見を活用しながら、人工血小板や抗炎症剤等の現地連続製造に必要な「遠隔

地からリモート制御可能な分散型連続製造モジュール」の開発に取り組みます。これにより、

平時はもちろんの事、大規模災害時においても、命を守るために必要な医薬品を必要な場所

で必要なだけ製造できる体制の構築に貢献し、社会的使命を果たして参ります。」とコメン

トしています。 



 

 本プロジェクトに参画する 社は、医薬品をはじめとする機能性化学品を対象に、省エネ

ルギー（・省人化を実現する革新的な連続生産システム「iFactory®」を開発し、世界に先駆け

て実機スケールで固液の取り扱いを含む自動連続生産を実現してきました。産総研は、社会

課題解決に資する革新的触媒、機能性化学品の連続製造プロセス技術、さらには幹細胞を用

いた細胞利用製品の実用化を目指した研究開発を推進してきました。片山製薬所は医薬品

原薬及び中間体の受託製造を行い、製薬企業の研究開発を支援してこれまでに多数の医薬

品を市場へ投入してきました。また、次世代技術として期待される連続生産システムの実装

に向け、研究開発を積極的に推進しています。ダイトは、国内トップの医薬品原薬メーカー

として独自の安定供給体制を構築しており、原薬の連続生産を通じた生産性改善、環境負荷

軽減の実現に向け、継続的に挑戦を続けています。 

 

 本プロジェクトでは、 社の持つ連続製造装置のノウハウ、産総研の持つ触媒・フロー合

成・化学プロセス・細胞培養の知見と、片山製薬所、ダイトの持つ医薬品製造技術を融合す

ることで、より高品質で効率的な人工血小板、低分子医薬品の現地連続製造の実現を目指し

ます。具体的には、有事の際に現地で iPS 細胞から人工的に血小板を連続製造するための技

術開発を産総研と 社が担います。また、有事に現地で不足する医薬品を現地で連続製造す

るための技術開発を片山製薬所、ダイト、産総研が担います。さらに、現地に運搬可能なリ

モート連続製造装置および運搬車両の開発を 社と産総研が担います。 

 

◼（ プロジェクトの概要 

事（業（名：（ 経済安全保障重要技術育成プログラム／有事に備えた止血製剤製造技術の開発・

実証 

研究開発テーマ名：（現地連続製造技術の開発 

実施体制： 国立研究開発法人産業技術総合研究所（触媒化学研究部門、化学プロセス研究

部門、細胞分子工学研究部門） 

 株式会社 iFactory 

 株式会社片山製薬所 

 ダイト株式会社 

研究期間：2025 年度〜2029 年度の予定 

事業規模：50（ 億円 

事業の目的および研究開発内容： 

緊急時に製造装置を現地に移送することができ、遠隔操作により抗炎症剤等の低分子医薬

品、人工血小板を現地連続製造可能な製造技術の開発を目指し、下、を実施する。 

1）バイオ、低分子医薬品製造に対応した連続製造技術 

 ①（人工血小板の製造プロセス開発 



 ②（低分子医薬品製造プロセス開発 

2）省人化を目指したリモート連続製造装置の開発 

3）現地連続製造技術の開発と実製造検証 

 ①（リモート連続製造装置を運搬可能な積載車両の開発 

 ②（現地連続製造実証 

 

＜参考＞ 

NEDO（「経済安全保障重要技術育成プログラム／有事に備えた止血製剤製造技術の開発・実

証」に係る実施体制の決定について 

https://www.nedo.go.jp/koubo/EF3_100235.html 

 

◼本プレスリリースに関する問い合わせ先： 

株式会社 iFactory（担 ：田中） 

〒146-0093 

東京都大田区矢口三丁目 8番 15 号 

TEL：03-6321-7095 

Web：https://ifactory.tokyo/ 

 

https://www.nedo.go.jp/koubo/EF3_100235.html

